







































































































































必要性を再確認すること、OAG (Eilers Oral Assessment Guide)に
よる口腔内評価をすること、病棟におけるケア必要人数を把握する
ことを目的に行った。病棟のケア必要度やADLの結果はほぼ変わら
ず、病棟の特徴を明確化することができた。
【考察】口腔ケアは日常生活の中では、多くの場合、歯磨きという
行為である。同じ行為でも病院内で行うことは、爽快感を得るだけ
でなく感染予防など目的が変わってくる。検討会における事例報告
は口腔ケアの評価能力、アセスメント能力の向上につながる。今年
度、NST委員会の下部委員会とし追加され、合同ラウンドなどの活
動の拡大を目指している。
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